
数学科学習指導案(略案)
平成21年2月6日金曜日　2校暗

中　学　部　数学Dグループ

男　子　2　名　　　　　　計　2　名

職　　員　　室

萩之　内

1　題材　　｢温度をはかろう｣

2　本時の学習(5/8)

(1)全体目標

○　デジタル温度計を使って,いろいろな物体の温度を正しく測定することにより,時間の経過

による温度変化をグラフに表したり,読み取ったりすることができる｡

(2)個人目標
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(3)指導及び支援に当たって

本グループは,これまでに長さや重さ,かさ(容積)等の測定を通して,単位そのものの理解

や測定器具の正しい使い方を学習してきた｡更に正しい測定方法を身に付けることにより,正確

な長さや大きさを測定したり,等分配したりすることで,身近な生活の場面でも活用する機会を

設けてきた｡

本題材では,まず,季節による気温の変化に気付くことで,温度の概念(摂氏,草氏等)や歴

史等について知り,正しい温度の測定方法を学習してきた｡次に,身近な生活でよく目にする様々

な物体に,可能な限り触れてから温度を測定することで,体感温度の感覚を高めるようにした｡

るために

様々な物体の｢温度当てゲーム｣を通して,体感による温度測定を行うことにより,温度の概

念についての復習を行う｡そして,デジタル温度計による測定方法や測定時の注意事項を確認す

ることで,見通しをもって意欲的に活動できるようにする｡

操作を十分行うために
ストップウオッチや腕時計を用いて,時間の経過とともに温度が変化する様子を正確に記録で

きるように,二人で作業を分担し,協力して活動できる環境を設定する｡お互いに正しい測定方

法を確認する活動を取り入れたり,拡大したグラフボードを用いて,押しピンと輪ゴムを活用し

たグラフを作成したりすることにより,共同作業の場を意図的に繰り返すことができるようにす

る｡

を振り返るために

時間の経過とともに記録した温度の表と作成したグラフボードの座標を確認することで,正確

な表記ができているかを確認し,ワークシートにまとめるようにする｡更に, -単位時間ごとの

温度変化に着目して,グラフの傾きが大きい時に,急激な温度変化が起こっていることに気付

くような発問を投げ掛けるようにする

践意欲を高めるために
デジタル温度計の様々な活用方法を紹介することにより,よりよい家庭生活や将来の生活に生

かせることを確認できるようにする｡また,実際に測定できない場合でも,インターネットや新

聞などのメディア等を活用することで,温度に関する情報を効果的に取得して,生活に生かすこ

とができる例を紹介する｡そのことにより,間接的に測定して,生活に生かすことの楽しみを味

わうことができるようにする｡
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(4)実 際

過程

導入

(5分)

主な学習活動

1前 時 の学 習 を振 り返 る。

(1)温 度 当て ゲー ム をす る。

(2)温 度の概念や測定方法

の復習 をす る。

指導及び支援の手立て

・ 体感 温度 による温度 当てゲームに取

り組む ことで,温 度や測定についての

関心を高めて活動 できるようにする。

・ デジタル温度 計を提示 し,測 定の仕

方 を確認で きるよ うにす る。

資料 ・準備

ファイル

ワー ク シ ー ト

デジタル

温度計

2本 時の学習 について知 る。

温 度 を は か っ て,グ ラ

フ をつ くろ う。

・ 測定 した内容を時系列に記録す るこ

とで温度 の変化 を探 る内容で ある こと

を伝え,見 通 しをもって活動できるよ

うにする。

ス トップ

ウォ ッチ

展開

(30分)

3デ ジタル温度 計 を用 いて

測定 し,表 に記録する。

(1)測 定の 方 法

(2)記 録の方法

・ ス トーブ上に置いていたやかんの中

のお湯 の温度や氷水の温度 を測定 し,

時間 とともに どのよ うな変化 をしてい

くのか二人で協力 して記録で きるよ う

に,ワ ー クシー トの表 と拡大 したグラ

フボー ドを用いる。

・ 測定 した ものをワークシー トの表に

記録 してか らグラフに表す ことで,時

系列による温度比較への関心を高 める

ことができるようにする。

ワー ク シ ー ト

デ ジタル

温度計

ス ト ッ プ

ウォ ッチ

4測 定 した記録 をも とに,
一単位 時間 にお け る温度 の

変化を比較する。

・ 身長 の測定学習で作成 した表 とグラ

フを想起す ることで,グ ラフの傾 きに

着 目し,一 単位時間における温度変化

を読み取 ることで,変 化 の大小に気付

くことがで きるよ うにす る。

グ ラ フボー ド

終末

(5分)

5学 習 の ま とめ をす る。

6次 時の学習について知 る。

・ グラフに表 して,そ の傾 きを読み取

ることによ り,今 後の温度変化 を予測

す ることにも気付 くことができるよ う

にす る。
・ 様々な測定機 に対す る関心 を高め,

生活に生かす ことの利便性 に気付 くこ

とができるよ うにす る。

ワー ク シ ー ト

新聞

イ ン ター ネ ッ

ト資 料

(5)評 価

○ デ ジタル温度計を使 って,い ろいろな物体の温度 を正 しく測定す ることによ り,時 間の経過に

よる温度変化 をグラフに表 した り,読 み取 った りす ることがで きたか。
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